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更生保護を知って
群馬県・草津町立草津中学校・二年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よね),米)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひろ),浩)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たか),孝)
「じゃあ、面接に行ってくる。」そう言って出かける祖父の姿を何度となく見送った。僕は、祖父が何のために出かけるのかわからず、家族に聞くと「保護司の仕事だよ。」と言われた。「保護司って何だ。どういうことをしているんだろう。」僕は疑問に思い、インターネットで調べると、「更生保護」という言葉が出てきた。更生保護とは、犯罪をした人や非行歴のある少年を社会の中で適切に処遇し、再犯を防ぎ、自立し改善、更生することを助けることだという。

そこで思い切って祖父に尋ねてみた。祖父は、「保護司の仕事は、犯罪を犯して刑務所に入っていた人や、刑務所には入っていないが、保護観察が必要な人、非行のある少年と面接して、その人達の悩みや不都合なことを聞いて、改善や更生のための手助けをするんだよ。」と教えてくれた。

祖父の話を聞いて僕は、「なぜ、悪いことをして刑務所に入ってきた人はまた同じことを繰り返してしまうのだろう。刑務所から出てきた人達にどんな生活が待っているのだろう。」と思い、祖父に聞くと、祖父は「犯罪を犯してしまった人がまた罪を犯すのには理由があるんだ。まず、刑務所から出るにしろ、警察から出るにしろ、捕まったことによって、職を失ってしまう。お金も無く、住むところすら無い人もいる。そのために住むところや職が見つかるまでの間、更生保護施設に入ることもできる。苦労して職場を見つけても、理不尽な差別にあったり、厳しい世の中に挫折してしまい、誘惑に負けてまた犯罪を犯すということも多い。だから、立ち直りの手助けをするために保護司がいるんだよ。」と説明してくれた。僕が思っているよりずっと不自由な生活なのだとわかった。祖父の行っている活動は、犯罪を犯してしまった人がまた間違った道に進まないように手助けし、そういった人々の能力が社会で活せるようにして、本人はもちろん、その周囲の人や地域を明るくしている、野球のキャッチャーのような役割なんだと思い、なんだか祖父のことを誇らしく感じた。

僕は、他の人はどう感じているのか聞きたくなり、家族と話してみたくなった。家族で一番僕の話を聞いてくれるのは、父だ。父に話してみよう。父に、「犯罪を犯してしまった人とどう接したらいいんだろう。」と聞いた。父は「人は間違いだらけなんだよ。間違いを起こすから人間なんだ。産まれた時から犯罪を犯したくて産まれてきた人はいない。お父さんだって、おまえだって、誰にしたって絶対なんてことは無い。お父さんも、自分がそうなってたんじゃないかと思う時がある。だから、犯罪を犯したというだけで差別してはいけない。その人の中身を見ることが大切で、他の人と平等に接するべきだ。」と言った。なるほど。確かに産まれた時から悪なんて存在しない。それぞれ道を間違える理由があったんだろう。そう思った。

父は、僕の父親であり、剣道の師匠でもあり、喧嘩相手でもあり、良き相談相手だ。大抵のことは、父に何でも相談する。父に話せないことは、祖母に聞いてもらう。今まで感じたこともなかったけれど、僕には頼れる人がたくさんいる。とても幸せなんだと思う。

僕は、小学校の時から剣道を習っているが、悩んだことがある。色々な先生に「こうした方がいい。」と違う指導をされて、「何をすればいいのかわからない。」という状態になってしまった。何をしても中途半端で、決して手を抜いているわけではないのに、注意される。負の連鎖だ。そんな時、父が「どうした。」と声をかけてくれた。僕は父に𠮟られるのかと思い、恐る恐る理由を話した。すると、父は「自分ができると思うことを一つやりなさい。できたら、また一つやりなさい。」と言った。僕は頭の中のモヤモヤがスーっと晴れた気がした。それからは一心不乱に剣道に打ち込むことができている。そんな簡単なことでも自分で気づけない時は地獄だ。でも、何気ない一言でも人の気持ちは変わり、明日が明るくなる気がした。きっと、犯罪を犯してしまった人の周りにはそんな人がいなかったのだろう。

僕にできること。それは、祖父や父を見習って、身近な人の小さな異変に気づける大人になることだ。僕はもちろん、自分の家庭や友人から道を踏み外す人が出ないよう、「気付く」こと。おかしいと思ったら、勇気を出して「声をかける」こと。声を掛けられなかったら、信頼できる親や大人に「聞いてみる」こと。この「３Ｋ」を実行できれば、悩みを持っている人や不満がある人の心を少しでも軽くしてあげられると思う。僕自身がまだまだ子供で、できることも少ないかもしれない。それでも少しずつ明るい社会になるよう希望への一歩を踏み出して行きたい。
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